
数学Ⅱ 接線の方程式 ( )年( )組( )番( )
せ っせ ん ほう てい しき

微分係数と接線の傾き
び ぶ んけ いす う せ っせ ん かたむ

関数 y＝ f (x) 上 に 2 点 A , Bをとる。 y B
か んす う じょう てん

A, B の x座 標をそれぞれ a , a+h とする。
ざ ひょ う

f (a+h)－ f (a)
関数 f (x)の a から a+hの平均変化率 A
か んす う へ いき んへ ん か り つ

h

( ) o a a+h x

は 直線 ABの ( ) である。 y
ちょ くせん

h を限りなくを 0 に近づけると，点 B は，
かぎ ちか てん

グラフ 上を点 A に限りなく近づく。
じょ う てん かぎ ちか

⇒

f (a+h) － f (a)
lim ＝( ) o a a+h x

h→ 0 h

であるので， 直線 ABの 傾きは f '(a) y
ちょ くせん か たむ

接線
せっ せん

に限りなく近づく。
か ぎ ち か

この 直線を点 A における( ) f ' (a)

ちょ くせん てん

といい，点 Aを( )という。 1
て ん

o a x

接線の方程式
せ っせ ん ほ うて いし き

関数 y＝ f (x)上 の点 ( a , f (a) ) における接線の傾 きは , x ＝ a における微分係数
か んす う じょ う てん せっせ ん か たむ び ぶ ん け い す う

f ' (a) となるので，接線の方程式は次の式になる。
せ っせ ん ほ うて いし き つ ぎ しき

y － f (a) ＝ f ' (a) × ( x－ a )

問題 A 次の関数の x＝ 1における接線の方程式を求めよ。
つぎ かん すう せっせ ん ほ うて いし き も と

(1) y＝ 2 x2＋ 1 (2) y＝ x3 － 3 x

グラフ上にない点から引いた接線
じょう てん ひ せっ せん

関数 y＝ x2 － x ＋ 1 に点( 1 , 0 ) から引いた接線の方程式を求める。
かん すう てん ひ せっ せん ほう てい しき もと

y＝ x2 － x ＋ 1 を微分すると( y'＝ )び ぶん

接点の座標 を( a , a2 － a ＋ 1 ) とすると，接線の傾きは( ) になる。
せっ てん ざ ひょう せっ せん かたむ

接線の方程式は ( y－ ( a2 － a ＋ 1 )＝( ) ( x － a ) )
せっ せん ほう てい しき

( y＝ ( ) ( x － a ) ＋( ) )

この直 線が 点( 1 , 0 ) を通るから，
ちょく せん てん と お

( 0 ＝( ) ( 1 － a ) ＋( ) )

( a2 a ＝ 0 )

( a ( a ) ＝ 0 )

a ＝ 0 のとき，( y'＝ ) よって，( y＝ )

a ＝ 2 のとき，( y'＝ ) よって，( y＝ )

問題 B y＝ x2＋ 2 x ＋ 4 に原点から引いた接線の方程式を求めよ。
げん てん ひ せっ せん ほう てい しき もと


